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Premium Textile Japan2020 Spring/Summer 

開催報告 

□ 展示会名：Premium Textile Japan 2020 Spring/Summer 

□ 会 期 ： 2019年 5月 21日（火）、22日（水）  

□ 会 場 ：東京国際フォーラム  ホールＥ１（3,000 ㎡） 

□ 主 催 ：一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構（JFW） 

□ 後 援 ： 経済産業省  独立行政法人中小企業基盤整備機構 

      独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）  

一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会 

      日本繊維輸出組合  日本繊維輸入組合 

□ 来場者： バイヤー及び招待者限定  [入場無料]  

 

初日は非常に強い雨風が吹き荒れる中での開幕となり、来場者数が大きく落ち込む事が予想されたが、開場直後は

多くの人が詰めかけ、来場者数は前年比 10％減に留まり、改めて PTJ の高い集客力を証明した。2 日目は天候と共

に客足も回復し、スムーズに前に進めない程の賑わいを見せ、各所で熱心な商談が繰り広げられた。カテゴリー別の来場

者をみると（ここ数回と同様に）、「アパレル・小売り」が 1 番多く、以前は拮抗していた「問屋・商社」よりも 600 名以

上の差をつけて最多となっている。特に、アパレルにおける商品企画の差別化を“素材”に求める傾向が顕著となり、

「少々高くても、新しい素材、変わった素材が欲しい」、「小売価格を上げられる素材を探している」と答える来場者が増

えている。国内のアパレル市場が苦戦している中、今後も素材の差別化が鍵となる事が予想される。それに応える様に

出展者のレベルも上がり、来場者との“真剣なビジネス商談会”として、PTJは業界でも最も重要なイベントとなっている。 

 

 

 

 

 

 

□ 2020SS 出展者数  (小間数は 8㎡換算) ＊新規 7 社、復活６社 

◇ 国内：84件/111.1小間 

◇ 海外：10件/   12小間   計：94件 / 123.1小間（2019SS：94件 / 125.1小間） 

 

≪ゾーン別 出展者数≫ 

＜A ゾーン＞ 短繊維（コットン、麻、ウール、複合）：41件／52.6小間 

＜B ゾーン＞ 長繊維（化合繊、シルク、機能素材、複合）：23社／36小間 

＜C ゾーン＞ 染色・後加工、プリント、刺繍・レース、皮革・毛皮：21社／25小間 

＜D ゾーン＞ 服飾資材、ニット、撚糸、パイル： 9社／9.5小間 //  94件・123.1小間 
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□ 来場者数 

 

□ TREND & INDEX CORNER 

「風景が切り取られ、折り重なり合い、過去と未来への時間飛行のような錯覚、その先に新たな世界が垣間見える」  

そんな様を細長い透明パネルの繰り返しで、新たにジャパンテキスタイルの未来へ誘う空間を演出した今回の TREND & 

INDEX コーナー。多くの来場者が、熱心に展示素材を吟味していた。 

＊展示数：トレンド/570点、インデックス/269点 （内エコ素材/129点） 計 839点 

 

 

 

 

 

 

 

□ 関連プログラム ≫  ～日本の素材を学ぼう！～ “Textile Workshop”  

◇ 開催日時 : 2019年 5月 21日（火）～22日（水） 各日 10：30～（60分）  

◇ 開催場所 : 会場内の特設レクチャールーム 

◇ 受講者 : アパレル・服飾雑貨メーカー、小売り、デザイナーメゾン等に勤務し、商品企画・素材仕入れに携わる職

歴５年未満の若手社員   

◇ 募集人数 : 各回 15～20名 ※学生不可 

 

 昨今では、専門基礎知識を学生時代に習得して来なかった受講者や異業種の受講者も多いため、今回より「第

一部」の内容を見直し、連続企画として「繊維素材の基礎知識」とした。 

 

〇 5 月 21 日（火）素材・産地：シルク／川俣産地  講師：齋栄織物(株)常務取締役 齋藤 栄太氏 

[講演内容] 

・ 川俣シルクは 1400 年前に始まり、特に“軽目羽二重”の開発により明治時代に発展した。1989 年のピーク時には

240社あった産地企業は、現在 21社のみ。 

・齋栄織物㈱は世界一薄い絹織物「ファェアリーフェザー」で知られ、世界の著名メゾンにも取り上げられているが、ファッシ

ョン分野以外にも、次世代染色機の開発や IPS細胞の増殖用生地に取り組んでいる。 

・「１つの素材も見る角度を変えると工業用途やメディカル用に使える。何でも複眼的な視点で見る事が重要」と述べた。 

【PTJ2020SS 来場者数】

カテゴリー アパレル・小売 問屋・商社 PRESS 主催・団体関係者 Ｖｉｓｉｔｏｒ ＴＯＴＡＬ

来場者数 2,772 2,170 64 74 831 5,911

前年比：98.7％
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〇 5 月 22 日（水）素材・産地：コットン／遠州産地  講師：古橋織布(有)／営業 西井 佳織理氏 

[講演内容] 

・遠州産地は江戸時代に泉州、三河と並ぶ三大綿織物産地として始まり、近代では 10社以上の紡績が進出したが、

1972年をピークに、その後の輸入圧力で縮小。 

・以前は浜松市の工業製品出荷額の 7 割を占めていたが、現在は３％を切った。浜松では繊維を知らない若い世代

も増えた。 

・技術の継承が当面の課題。この為、「産地の学校」を昨年から開設、今年は遠州織物振興協議会を設立し、遠州

織物の魅力を知ってもらう冊子も作った。 

 

 

 

 

 

 

【出展品の傾向】 

近年のサスティナビリティへの関心の高さから、前回展より TREND&INDEX コーナー展示品の中で申請のあった素材に

「エコマーク」のシールを貼って認知したが、今回は SS 展という事もあり、更にその傾向が強まった。合繊メーカーや商社

で先行していたサスティナビリティの取組みも、中小のテキスタイル・メーカーにも広がっている。欧米に比べると国内アパレ

ルの関心はまだ弱いとの見方が大勢だが、新興ブランドの中には「サスティナブル素材しか使わない」と宣言するアパレル

や、百貨店アパレルからも徐々に引き合いが増え始めている。また、出展者も海外展へ出展している企業を中心に「今、

発信しておかないと乗り遅れる」とバリエーションを広げている。 

  サスティナブル素材と云っても様々だが、主に地球環境の保全に視点が置かれ、“リサイクル素材”や“オーガニック原

料”、キュプラやトリアセテート等の“植物由来の再生繊維”が中心。また、“生分解性の和紙”も注目を集めていた。 

工程では染色法による“水使用量とエネルギーの削減”が多い。特に、近年はサスティナブル素材だけで構成された

素材ブランドを立ち上げる出展者が多い。それでも原料の希少性と多工程によるコスト高は、「環境に優しいから高い」

だけでは通用せず、更に、糸番手の少なさや別注ロットの大きさが、サスティナブル素材のファッション化を難しくしている。 

 

また機能性を前面に打ち出す出展者も多く見られた。「長寿命機能素材」一点に絞った打ち出しで「NOTO 

Quality」のリニューアルした丸井織物では、“長く愛用する洋服のためにー”と機能の消耗劣化を限りなく抑えるだけで

なく、「STRECH（伸縮）／LIGHT（軽量）／DRY（速乾）／WINDBREAK（防風）」という快適性を謳った

素材で構成されている。この分野では、他にも超撥水を謳う素材を出品している企業もあったが、有害物質除去の観

点から“非フッソ系の撥水剤”を用いてサスティナブル要素を打ち出していた。 

 

 

 

 


